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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、上皮成長因子受容体のリガンドである成長因子をコードし、細胞増殖、分化、および発達のシグナル伝達経路を活性化します。このタンパク質は、膜貫通型リガンドまたは可溶性リガンドのいずれかとして作用する可能性があります。この遺伝子は多くの種類の癌と関連しており、口唇裂・口蓋裂の一部の症例にも関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年9月],機能：TGFαは、EGF受容体に結合し、TGFβと相乗的に作用して軟寒天中で足場非依存性細胞増殖を促進する、分裂促進性ポリペプチドです。,類似性：1つのEGF様ドメインを含みます。,サブユニット：MAGI3、SDCBP、およびSNTA1のPDZドメインと相互作用します。SDCBPとの相互作用は、細胞表面への標的化に必要です。小胞体において、未成熟型（すなわちプロセグメントを有し、完全なN型糖鎖が欠如している型）はCNIHと相互作用する。ゴルジ体においては、CNIHおよびGORASP2と複合体を形成する可能性がある。
	研究分野
	ErbB_HER;がんの経路;腎細胞癌;膵臓癌;神経膠腫;前立腺癌;非小細胞肺癌;
	画像データ
	

	TGFα抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COS7細胞ライセートのTGFα抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TGFαポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

